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法
的
文
書
の
チ
ェッ
ク
・
起
案
、
執
行
・
保

全
等
の
諸
手
続
の
準
備
、
破
産
管
財
業
務

の
補
助
、
等
々
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

規
模
の
大
き
な
事
務
所
に
お
い
て
は
、
総

務
・
経
理
的
な
業
務
も
重
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
職
務
を
全
う
す
る
た
め
に

は
、
法
律
事
務
員
に
は
高
度
な
法
的
素
養

と
知
識
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
弁
護
士

と
専
門
的
な
共
通
言
語
で
意
思
疎
通
が
で

　
今
回
は
、
法
律
事
務
員
（≒

パ
ラ
・
リ
ー

ガ
ル
）
に
つい
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。

　
法
律
事
務
員
は
、
法
律
事
務
所
を
支
え

る
重
要
な
人
的
資
源
で
あ
り
ま
す
。
法
律

事
務
員
の
存
在
・
活
躍
に
よ
っ
て
、
弁
護

士
は
弁
護
士
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に

専
念
・
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
法

律
事
務
員
の
職
務
と
し
て
代
表
的
な
も
の

と
し
て
は
、
法
律
関
係
資
料
の
取
り
寄
せ
、

き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
弁

護
士
業
務
を
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
（
弁
護
士
法
七
二
条
）
が
、
弁
護
士
業

務
の
準
備
・
下
拵
え
等
の
周
辺
業
務
を
担

当
し
、
弁
護
士
が
本
来
的
・
中
核
的
な
業

務
に
専
念
で
き
る
時
間
と
環
境
を
作
り
出

し
て
く
れ
ま
す
。
法
律
事
務
所
の
実
力
は
、

弁
護
士
と
法
律
事
務
員
と
の
力
量
の
相
乗

効
果
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
巷
間
、
弁
護
士
は
、「
社
会
生
活
上
の

医
師
」
と
例
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

医
師
に
は
医
師
の
業
務
を
補
佐
す
る
看

護
師
、
各
種
検
査
技
師
及
び
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・

Ｓ
Ｔ
等
の
国
家
資
格
に
裏
打
ち
さ
れ
た
パ

ラ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
が
存
在
し
ま
す
が
、
従
前
、

弁
護
士
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
的
な
補
佐

役
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
弁
連
は
、

一〇
年
ほ
ど
前
か
ら
法
律
事
務
員
向
け
に
、

専
門
的
な
研
修
制
度
を
発
足
さ
せ
る
と
共

に
高
度
な
能
力
認
定
試
験
の
制
度
を
設

け
、
現
在
で
は
約
四
〇
〇
〇
人
の
合
格
者

（
パ
ラ
・
リ
ー
ガ
ル
）
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
事
務
所
に
は
五
名
の
日
弁
連
能
力
認

定
試
験
合
格
者
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す

が
、
認
定
試
験
合
格
と
い
う
過
去
の
栄
誉

に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
研
鑽
を
積

ん
で
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
弁
護
士
も
、
精
進
努
力
を
怠
ら

ず
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
法
的
対
応
（
解

決
）
能
力
を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
社
会
的

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士
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井 

友
之

弁
護
士

長
井
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弁
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士
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内
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吉
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堀
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残
暑
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
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一
　
は
じ
め
に

　
今
年
の
四
月
一
日
よ
り
、
改
正
労
働
契

約
法
十
八
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
有
期
契

約
労
働
者
が
期
限
の
定
め
の
な
い
労
働
者

（
無
期
契
約
労
働
者
）に
転
換
し
う
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
た
び
の
法

律
コ
ラ
ム
で
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ

い
て
取
り
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。

二
　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
た
労
働
契
約
法
改
正
の
内
容

　
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
、
労
働

契
約
法
に
つ
き
、①
無
期
転
換
ル
ー
ル
の

み
な
ら
ず
、②
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁

止
に
関
す
る
改
正
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
ず
、①
無
期
転
換
ル
ー
ル（
労
働
契
約

法
十
八
条
）に
つ
い
て
は
、次
項
で
説
明
い

た
し
ま
す
。

　
他
方
、②
不
合
理
な
労
働
契
約
の
禁
止

（
労
働
契
約
法
二
十
条
）と
は
、
端
的
に
申

し
上
げ
れ
ば
、
有
期
契
約
労
働
者
と
無
期

契
約
労
働
者
と
の
間
で
期
間
の
定
め
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
相

違
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
で

す
。こ
の
ル
ー
ル
は
、有
期
契
約
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
無
期
契
約
労
働
者
と
比
較
し

て
、
雇
止
め
の
不
安
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
合
理
的
な
労
働
条
件
の
決
定
が
行
わ
れ

に
く
い
こ
と
や
、
処
遇
に
対
す
る
不
満
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
法
律

上
明
確
化
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
正
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た

背
景
に
つ
い
て
簡
潔
に
言
及
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、
厚
生
労
働
省
発
表
の
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
有
期
労
働
契
約
で
働
く

人
の
約
三
割
が
通
算
五
年
を
超
え
て
有
期

労
働
契
約
を
繰
り
返
し
更
新
し
て
い
る
実

態
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
に
伴
っ
て
雇
止

め
が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
非
正
規
労

働
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な
る
立

法
措
置
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
雇
止
め
に
対
す
る
不
安
へ

の
対
処
と
、
有
期
労
働
契
約
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
不
合
理
な
労
働
条
件
が
定

め
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
性
に
鑑
み
、

①
無
期
転
換
ル
ー
ル
及
び
②
不
合
理
な
労

働
条
件
の
禁
止
に
関
す
る
改
正
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

三
　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
内
容

　㈠

　概
要

　
　
②
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
有
期
労

働
契
約
が
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て
通
算

五
年
を
超
え
た
と
き
に
労
働
者
の
申
込

み
よ
っ
て
無
期
労
働
契
約
に
転
換
で
き

る
ル
ー
ル
で
す
。

　㈡

　転
換
が
生
じ
る
要
件

　
　
転
換
が
生
じ
る
要
件
は
、ⅰ
同
一
の

使
用
者
と
の
間
で
ⅱ
二
以
上
の
有
期
労

働
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
、ⅲ
通
算

契
約
期
間
が
五
年
を
超
え
る
こ
と
、ⅳ

有
期
契
約
労
働
者
が
ⅴ
現
に
締
結
し
て

い
る
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
が
満

了
す
る
日
ま
で
の
間
に
ⅵ
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を

す
る
こ
と
で
す
。

　
　
ⅰ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
労
働
契
約
を

締
結
す
る
法
律
上
の
主
体
が
同
一
で
あ

る
か
否
か
が
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
業

場
を
異
に
し
て
も
使
用
者
が
同
一
で
あ

れ
ば
こ
の
要
件
を
充
た
し
ま
す
。

　
　
ⅱ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更
新
が
一
度

も
生
じ
て
い
な
け
れ
ば
こ
の
要
件
を
充

た
し
ま
せ
ん
。

　
　
ⅲ
の
五
年
の
カ
ウ
ン
ト
は
、
前
記
改

正
施
行
日
で
あ
る
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
以
降
に
開
始
す
る
有
期
労
働
契
約

が
対
象
と
な
る
た
め
、
本
年
四
月
一
日

以
降
に
は
同
ル
ー
ル
に
よ
り
無
期
労
働

契
約
へ
の
転
換
が
生
じ
う
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。ⅲ
に
つ
き
ま
し
て
は
、厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
上
の
図
表
を
ご
参

照
い
た
だ
け
ま
す
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
湧

き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。な
お
、
研
究

者
・
大
学
職
員
や
高
度
専
門
職
、
継
続

雇
用
の
高
齢
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通

算
期
間
に
関
し
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　
ⅳ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
ル
ー
ル
の

対
象
と
な
る
労
働
者
は
契
約
社
員
や
ア

ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
名
称
に
左
右
さ
れ

な
い
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
　
ⅴ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
言
の
と
お

り
で
あ
り
、
現
に
締
結
さ
れ
て
い
る
有

期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る

と
転
換
申
込
権
は
消
滅
し
ま
す
。

　
　
ⅵ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無
期
労
働
契

約
へ
の
転
換
に
あ
た
っ
て
は
労
働
者
の

申
込
み
を
要
し
、
有
期
労
働
契
約
が
通

算
五
年
を
超
え
た
と
き
に
当
然
に
無
期

労
働
契
約
に
転
換
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。申
込
み
を
行
う
か
否
か
は
、労

働
者
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　㈢

　転
換
申
込
み
の
効
果

　
　
有
期
契
約
労
働
者
に
よ
る
申
込
み
が

な
さ
れ
る
と
、
使
用
者
は
同
申
込
み
を

承
諾
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
無
期
労

働
契
約
が
そ
の
時
点
で
成
立
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
無
期
に
転
換

さ
れ
る
の
は
申
込
時
の
有
期
労
働
契
約

が
終
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

　
　
他
方
、転
換
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、

労
働
条
件
は
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り

直
前
の
有
期
労
働
契
約
と
同
一
と
な
り

ま
す
。当
然
に
労
働
条
件
の
変
更
が
伴

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
　
最
後
に

　
有
期
雇
用
契
約
に
て
働
か
れ
て
い
る
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
転
換
申
込
権
が
発

生
し
て
い
る
か
否
か
、
行
使
期
間
等
に
つ

き
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、有
期
雇
用
契

約
に
て
従
業
員
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
有
期
契
約
労
働
者

の
契
約
期
間
や
更
新
状
況
等
に
つ
き
把
握

の
上
、必
要
に
応
じ
、就
業
規
則
の
改
定
等

の
ご
準
備
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
に
つ
い
て

弁
護
士

　飯
野

　豪

法律コラム
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中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
に
お

い
て
昨
今
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
材
不
足
と

働
き
方
改
革
、
そ
し
て
事
業
承
継
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
に
よ
る
圧
倒

的
な
労
働
人
口
の
不
足
は
今
や
現
実
の
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
従
業
員
の

残
業
や
休
日
の
問
題
は
経
営
に
直
結
す
る

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
か
ら

特
に
話
題
に
な
る
の
が
事
業
承
継
の
問
題

で
す
。
い
わ
く
、
全
国
の
中
小
企
業
経
営

者
の
平
均
年
齢
が
二
〇
年
間
で
一
九
歳
増

加
し
て
い
る
、
今
後
十
年
間
で
七
〇
歳
を

超
え
る
中
小
企
業
経
営
者
の
約
半
数
に
あ

た
る
一
二
七
万
人
が
後
継
者
未
定
と
回
答

し
て
い
る
等
々
…
…
。

　
事
業
承
継
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
理
由

に
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
事
業
の
先
行
き

不
透
明
感
で
、
こ
の
変
革
の
時
代
で
事
業

を
存
続
し
て
い
く
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
適
切

な
後
継
者
の
不
足
、
後
継
者
の
担
保
能
力

や
税
制
上
の
制
約
等
と
続
い
て
い
き
ま

す
。
政
府
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
あ
げ
、

今
後
十
年
間
で
集
中
的
に
対
策
を
講
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
目
玉
と
な
る
の
が
、
新
た
な
事
業

承
継
税
制
の
創
設
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
業
承
継
税

制
に
特
例
措
置
を
設
け
、要
件
を
緩
和
し
、

リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
特
例
措
置

（
新
た
な
事
業
承
継
税
制
）
と
一
般
（
こ

れ
ま
で
の
制
度
）
と
の
比
較
は
表
記
し
ま

す
が
、
ま
ず
、
こ
の
特
例
措
置
を
受
け
る

に
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
に

「
特
例
承
継
計
画
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
二
〇
二
七
年
一

二
月
三
一
日
ま
で
に
後
継
者
へ
自
社
株
を

贈
与
（
相
続
）
す
る
こ
と
に
よ
り
贈
与
税

（
相
続
税
）
の
納
税
猶
予
を
受
け
、
そ
の

後
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
猶

予
さ
れ
た
税
額
が
免
除
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
ず
、計
画
あ
り
き
で
す
が
、

状
況
が
変
わ
り
、
計
画
を
変
更
し
た
い
場

合
に
は
変
更
届
を
提
出
す
る
こ
と
で
対
応

で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
会
社
の
要
件
（
規

模
等
）
や
先
代
経
営
者
、
後
継
者
に
そ
れ

ぞ
れ
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
の
う

え
、
ぜ
ひ
検
討
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
近
頃
、
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
請
求
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
賃
金
と

消
滅
時
効
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。『
民
法
一
六
七
条
一
項
　
債
権

は
、
一
〇
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、
消

滅
す
る
』
こ
れ
が
消
滅
時
効
の
基
本
的
な

条
文
に
な
り
ま
す
。「
債
権
」
と
は
、
相

手
に
何
か
を
請
求
す
る
権
利
と
い
う
意
味

で
す
。
相
手
に
対
す
る
請
求
権
が
あ
っ
て

も
、
一
〇
年
間
請
求
し
な
い
ま
ま
に
放
置

し
て
お
く
と
時
効
に
か
か
っ
て
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
す
。
で
は
、
賃
金
の
時
効
も
一

〇
年
か
と
い
う
と
さ
ら
に
別
の
規
定
が
あ

り
ま
す
。『
民
法
一
七
四
条
　
次
に
掲
げ

る
債
権
は
、一
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、

消
滅
す
る
。
一
、
月
又
は
こ
れ
よ
り
短
い

時
期
に
よ
っ
て
定
め
た
使
用
人
の
給
料
に

係
る
債
権
』
こ
れ
は
民
法
の
原
則
で
あ
る

一
〇
年
の
時
効
を
給
料
に
関
し
て
は
短
縮

す
る
規
定
で
す
。
月
給
や
日
給
、
月
単
位

よ
り
短
い
期
間
で
支
払
わ
れ
る
給
料
に
つ

い
て
は
、
例
外
的
に
一
年
間
で
時
効
に
か

か
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
賃
金
の
時
効
は
一
年
な
の
か
と

い
う
と
、
さ
ら
に
民
法
以
外
の
法
律
に

飛
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
労
働
基
準
法

一
一
五
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
賃

金
（
退
職
手
当
を
除
く
）、
災
害
補
償
そ

の
他
の
請
求
権
は
二
年
間
、
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
請
求
権
は
五
年

新
し
い
事
業
承
継

税
制
に
つ
い
て

税
理
士
法
人
原
澤
会
計

　代
表
社
員

税
理
士

　原
澤

　一
壽

寄稿

賃
金
の
消
滅
時
効

社
会
保
険
労
務
士

　

松
田

　隆
公

寄稿

間
行
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
時
効
に

よ
っ
て
消
滅
す
る
。』
こ
こ
ま
で
き
て
、

よ
う
や
く
結
論
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
賃

金
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
労
働
基
準
法

に
よ
り
「
二
年
間
」
で
時
効
に
か
か
る
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
〇
年
だ
と
長
す

ぎ
ま
す
が
、
さ
す
が
に
一
年
と
い
う
の
も

短
す
ぎ
て
労
働
者
保
護
に
欠
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
労
働
基
準
法
に
よ
り
二
年
間
と

い
う
期
間
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
に
紹
介
し
た
民
法
一
七
四
条
は
、
今

般
の
民
法
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一

日
施
行
）。
改
正
民
法
で
は
、
一
六
六
条

一
項
一
号
に
よ
り
、
民
法
上
の
債
権
の
消

滅
時
効
は
五
年
に
統
一
さ
れ
ま
す
。『
改

正
民
法
一
六
六
条
一
項
　
債
権
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
に
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅

す
る
。
一
、
債
権
者
が
権
利
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
五

年
間
行
使
し
な
い
と
き
。』　

　
こ
れ
を
受
け
て
、
労
働
基
準
法
一
一
五

条
も
改
正
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
改
正
前

は
民
法
の
一
年
を
労
働
基
準
法
で
二
年
に

延
ば
す
と
こ
ろ
に
労
働
者
保
護
の
意
味
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
改
正
後
は
民
法
の
五

年
を
労
働
基
準
法
が
二
年
に
縮
め
る
結
果

に
な
っ
て
し
ま
い
、
労
働
者
保
護
の
趣
旨

に
そ
ぐ
わ
な
い
形
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点

は
今
後
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一　般 特　例

〇対象株式 発行済議決権株式
総数の３分の２ 全株

〇相続時の猶予
　対象評価額 80％ 100％

〇雇用確保要件 5年平均80％維持 実質撤廃

〇贈与等を
　行う者 複数株主（改正後） 複数株主

〇後継者 後継経営者1人のみ 後継経営者3人まで

これまでの事業承継税制（一般）と特例事業承継税制の
主な比較



　
今
年
も
優
に
半
分
を
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね
る
と
時

が
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る

の
は
、
一
説
に
は
、
同
じ
こ
と
の

繰
り
返
し
が
多
く
な
り
刺
激
が
少

な
く
な
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
一

方
で
、
楽
し
い
時
間
や
充
実
し
た

日
々
は
早
く
過
ぎ
る
と
い
う
感
覚

は
多
く
の
方
に
共
有
さ
れ
て
い
ま

す
。…

…
結
局
時
間
が
早
く
感
じ

ら
れ
る
の
と
遅
く
感
じ
ら
れ
る
の

は
ど
ち
ら
が
良
い
の
だ
ろ
う
？
今

年
に
入
っ
て
か
ら
何
を
成
し
遂
げ

ら
れ
た
だ
ろ
う
？
こ
れ
か
ら
何
が

で
き
る
だ
ろ
う
？
な
ど
な
ど
考
え

て
い
る
と
、
す
ぐ
に
来
年
に
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
先
日
、
日
光
（
鬼
怒
川
）
に
、
家

族
で
一
泊
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

途
中
で
、「
日
光
さ
る
軍
団
」
の
施

設
を
訪
れ
ま
し
た
。
経
営
母
体
が

変
わ
っ
た
そ
う
で
、
以
前
よ
り
猿

の
頭
数
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
長
女
が
、「
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
」（
料

金
三
〇
〇
円
也
）
を
し
た
い
と
言

い
出
し
ま
し
た
。

　
相
手
は
、「
お
猿
」。
二
点
先
取

で
勝
ち
で
す
。
一
点
先
取
す
る
も
、

猿
に
一
点
奪
わ
れ
る
シ
ー
ソ
ー

ゲ
ー
ム
で
、
な
ん
と
か
辛
勝
。

　「
人
生
初
の
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
」
で

「
対
戦
相
手
が
猿
」。
良
い
思
い
出

に
な
れ
ば
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

　
何
故
、サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
は
安
全
・

快
適
な
の
か
？

　
一
方
通
行
で
対
向
車
が
な
い
。
ブ

ラ
イ
ン
ド
カ
ー
ブ
が
な
い
。
路
肩
の

砂
利
や
落
ち
葉
、
マ
ン
ホ
ー
ル
も
な

い
。
路
面
は
グ
リ
ッ
プ
力
の
高
い
舗

装
で
あ
る
。
歩
行
者
や
自
転
車
等
の

交
通
弱
者
が
い
な
い
。
そ
し
て
何
よ

り
、
ラ
イ
ダ
ー
は
、
早
く
安
全
に
走

行
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
、
純
粋
で
直
向
き
だ
か
ら
で

し
ょ
う
。

　
社
会
生
活
に
お
い
て
も
、
信
頼
で

き
る
環
境
や
ル
ー
ル
は
存
在
す
る
は

ず
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
や
紛
争
が
絶

え
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
邪
な
欲
望
が

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
悲
観
論
渦
巻
く
な
か
、
そ
し
て
何

よ
り
も
、
過
熱
す
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

見
事
に
結
果
を
残
し
た
日
本
代
表
。

（
私
も
含
め
て
）「
手
の
ひ
ら
返
し
」

を
し
た
人
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
わ
さ
っ

て
、予
期
せ
ぬ
結
果
が
生
じ
る
訳
で
、

や
は
り
勝
負
事
は
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
い
。
他
方
、（
私
を
含

め
て
）
連
日
の
深
夜
観
戦
（
三
時
か

ら
は
な
い
で
し
ょ
う
！
）
で
眠
い
目

を
擦
っ
て
い
る
人
が
い
る
中
で
、
全

く
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
興
味
を
示
さ

な
い
人
が
い
る
の
は
、
か
え
っ
て

清
々
し
く
、
嬉
し
い
よ
う
な
気
持
に

な
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
本
年
は
七
月
か
ら
厳
し
い
暑
さ
に

見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
二
月
に

長
女
が
誕
生
し
、
幸
い
に
も
出
産

に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
改
め
て

長
女
の
表
情
が
豊
か
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。
初
め

て
の
子
育
て
で
す
の
で
、
次
か
ら

次
へ
と
見
知
ら
ぬ
課
題
に
直
面
す

る
毎
日
で
す
が
、
妻
と
と
も
に
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
外
出
す
る
度
に
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
で
、
流
れ
る
汗
と
共
に
お
腹

の
脂
肪
も
落
ち
れ
ば
い
い
の
に
と

淡
く
は
か
な
い
期
待
を
抱
い
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
良
縁
が
あ
り
ま
し
て
今
年
五
月

に
結
婚
し
ま
し
た
。
大
黒
柱
に
な

る
重
圧
も
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、

妻
の
た
め
に
も
よ
り
一
層
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日

本
代
表
が
ベ
ス
ト
一
六
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
が
、
何
事
も
挑
戦
す

る
こ
と
は
重
要
で
す
。
私
が
目
下

挑
戦
す
べ
き
難
敵
は
夏
バ
テ
で
す
。

妻
の
実
家
か
ら
胡
瓜
が
沢
山
届
き

ま
し
た
の
で
、
胡
瓜
を
積
極
的
に

摂
取
し
体
を
冷
や
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
も
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
。

　
本
年
四
月
末
を
も
っ
て
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
を
退
所
し
、
故
郷

で
あ
る
京
都
に
戻
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
籍
中
は
皆
さ
ま
か
ら

多
大
な
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
弁
護
士
登
録
か
ら
九
年
半
、
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
弁
護
士
の
基
礎
と
な
る
多
く
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
大
変
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
第
二
の
故
郷
と
な
っ
た
群
馬
を
離
れ

る
こ
と
に
寂
寞
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
今
後
は
故
郷
京
都
に

て
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
を
退
所
い
た
し
ま
し
た
。
在
所
中

は
皆
様
か
ら
格
別
の
配
慮
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
諸
先
生
方
や
依
頼
者
の
皆
様
か
ら
弁
護
士
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一

人
の
人
間
と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
多
く
の
こ
と
を
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
海
外
と
い
う
新
天
地
で
新
た
な
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
皆
様
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ
い
た
こ
と
を
糧
に
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　新
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所 
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